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第1章　 緒 言 並 に 文 献

被殼 お よ び 尾 状 核 を 含 む 線 状 体 に 関 して は,

 K. F. Burdach1)が 終 脳 の 核 丘 よ り発 生 し た

Vorderhirnganglion, StreifenhugelにCorpus

 striatumな る名称 を 附 し,こ れ は 人 脳 に お い ては 内

包によ り2つ の部 分 に分 たれ,外 側 に あ る ものは レン

ズ核あ るいは外線 状 体Corpus striatum externum

(Rolando2))と 呼ば れ,内 側 に あ る もの はArnald3)

の命 名 した 尾 状 核 あ る い は 内 線 状 体Corpus

 striatum internua(Rolando)と され て い る
.し か

しなが ら, C. u. O, Vogt4)(1920), A. Kapper5)

らによる組織学 的,発 生 学 的 及 び比 較解 剖 学 的研 究

の結果,被 殼 と尾状 核 とは構 造 上,発 生 上 の共 通 点

より,こ の両 者 を 合わ せ てNeostriatumと 称 され ,

淡蒼球 とは 明 ら か に 区 別 され る に 至つ た .そ して

Vogt. Bielschowskyに よつ て こ れ ら線 状体 の各

種神経細 胞及 び グ リア 細胞 の形 熊 な どが 明 らか に さ

れ るように なつ た.そ れ に よる と新 線状 体 には 大 小

2種 の神 経細胞 が あ り,小 型 の もの は数 が遙 か に 多

くて大部分 を 占め るが,大 型 の もの は 淡蒼 球 に あ る

独特の眼裂状 の もの とは 異 つ た 形態 を有 し,そ の灰

白質 より出 る甚 だ細 い有髄 繊 維 は 内側 に 入 り淡蒼 球

に終 る こ と が 明 ら か に な つ た ,一 方 淡 蒼 球 は

A. Kapperに よ りPalaeopallidum ,ま たVogtに

よりPallidumと 称 さ れ, H. Spatz, J. Haller

vorden7) , H. Kuhlen beckな ど の 発 生 学 的 研 究に

より一般に尾 方 は間 脳 に 由来 し,吻 合部Oragl Teil

は被殻同様終 脳に 由来 す と いわ れ て い るが,希 施 ・

菊地8)は さらに外 ・内域 を 区別 して 内 淡 蒼球 に は 尾

状 核 と連 絡 す る灰 白突 起が な い こ とを 証明 して い る.

なお 淡 蒼 球 の 組 織 学 的 検 索 に つ い て もVogt.

 Bielschowekyの 詳 細 な研 究 が あ り,淡 蒼 球 は た だ

一 種 類 の特 有 の形 態 を もつ比 較 的大 きい 神経 細 胞 と

グ リア細 胞 か らな る こ とが明 らかに され てい る.

1930年Gurewitsch9)は 犬 お よび 人 間に つ い て線

状 体 の各 分野 を 区別 し,そ れ ぞれ の 分野 の細 胞構 築

学 的特 徴 を のべ,さ らに 進 ん で比 較 解剖 上 よ り各 種

動 物 の線 状体 の構 造 に まで及 んで い る.す なわ ち彼

は被 殼 を3つ の分 野 に区 別 し,大 別 して背側 と腹 側

と に 分 ち,背 側 の う ち さ ら に そ の 前部 をArea

dorsalis anterior(以 下Paと 略 記 す),そ の 後部

で被 殼 の 中央部 か ら始 ま り漸 次 背 側に 移 行 し背 側部

の 大部 分 を 占め る部 をArea dorealis posterior(以

下Pdと 略 記 す),そ の 腹 側部 をArea ventralis

(以 下Pvと 略記 す)と 名ず け た.そ し て上 記各 分

野 の神 経 細胞 の 形 態的 特 徴 な らびに配 列 状 態 として

Paで は 大 小神 経 細胞 と も疎,大 細 胞 の 数 は少 く,

小 細 胞 は単 純 な配 列 を み せ特 別 な集 団 な く染 色 性 も

弱 い. Pdで は大 細 胞 は多 角 形 で大 型,小 細 胞 は 多

極性 で単 純 な配 列 を みせ る. Pvで は 大 細 胞 の 大 き

さは他 の 分 野に 比 して最 大 で,紡 錘 形 を 呈 し,小 細

胞 は紡 錘 形 で密 に配 列 し層 形成,棘 状配 列 が あ り,

染 色 性 は 強 い と の べ て い る.そ し て 大 細 胞 を

effectorisehe Zellen,小 細 胞 をreceptorisehe

 Zellenと 名 ず け,視 床 よ り き た 刺 激 を 小 型 の

receptoriache Zellenが 受 取 り,大 型 のeffectorieche

 Zellenに 中継 し淡蒼 球,視 床 下核 な ど に 遠 心 繊 維

を 出 す と し て い る.ま た1942年Brockhaus10)は

人 脳 を さ ら に 詳 細 に 区 別 し,被 殻 をPutamen
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lateralis(以 下Pt. lと 略 記 す), Putamen medialia

(以 下Pt. mと 略 記 す), Putamen ventralis(以 下

Pt. vと 略 記 す), Fundus Putaminie(以 下Fu. Pt

と略 記 す), Putamenlimitans(以 下Pt. liと 略 記

す)に 分 類 し,全 般 的 に み て 内 包 を 境 と し て 相 隣 れ

る尾状核 と被殼とはそれぞれ同じ細胞数を示すこと

より線状体の細胞構築学上の特徴は小細胞数を異に

する玉葱形の層の積み重なりであるとのべている.

ここにGurewitsch及 びBrockhaueの 分類Schema

にすれば第1表 のごとくなる.

第1表　 尾状核及びレンズ核の区域別分類方法対比

私は猫を用いてレンズ核の細胞構築学的研究を試

みるにあたり, Gurewitschに よる分 類を最適と考

え,各 分野の神経細胞の長径を測定 し,大 きさによ

る度数分布曲線を求めてそれぞれの分野の構造上の

相違を明らかにし,次 の第2,第3編 における実験

的カルヂアゾール痙攣猫レンズ核のコリンエステラ

ーゼ及びケ トエノール顆粒の変動の組織化学的検索

の基礎的研究たらしめんがために本実験を試みた次

第である.

第2章　 実 験 方 法

第1節　 実験動物,標 本作成並に染色法

体重3～4kgの 正常親猫 の脳を用いた.脳 組織

を取出しアルコール固定しツェロイヂン包埋を行い,

前額断にて200μ 間隔で厚さ25μ の連続切片を作

成 しチ オニ ンに よるニ ッスル 染 色 を行 なつ た.

第2節　 記 録 法

上 記 方法 にて 作成 した 標 本中Gurewitschの 分類

に よる レ ンズ核 の 各分 野 の比 較 的明 らか な ものを実

験 例1例 に つ き5枚 お きに5枚 ずつ を 選 び,各 分野

の神 経 細 胞 の長 径 を ミク ロ メー ター を もつ て測定 し

た.な お1枚 の 標 本 よ りPa 200ケ, Pd 600ケ,

 Pv 400ケ, Pallidum 200ケ に つ き 計 測 し, Pdの

600ケ は これ を3区 分 し て そ れ ぞれ につ き200ケ, 

Pvは2区 分 して それ ぞ れ につ き200ケ を 数 え,こ

れ に よ り実 験 例1例 に て総 計 ではPa 1000ケ, Pd

 3000ケ, Pv 2000ケ, Pallidum 1000ケ の 計7000ケ

数 え た こ とに な る.な お 測定 に 際 して は神 経細 胞の

突 起 が明 らか に細 胞 体 よ り区 別 し うる部 位 を厳格に

選 ん だ.
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第3章　 実 験 成 績

実験番号T1, T2, T3, T4の4例 の 猫 に つ き実 験

した, 1目 盛は4μ として計算した.各 症例別の成

績は第2表 で示される.こ の総計を求めると第3表

となる.ま ず被殼においては小細胞とみなされる3

第2表　 レンズ核各分野(各 症例別)の 神経細胞(長 径)

1×=4μ

第3表　 レ ン ズ核 各 分 野 の 神 経 細 胞 長 径

1×=4μ
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×, 4× の細胞が断然多く,全 体の95%以 上を占め

ている. 5× の細胞は平均して約2%前 後となり,

 6× 以 上ではPa 0.9%, Pd 2.1%, Pv 1.7%と な

る.各 症例別および総計の各分野別の度数分布曲線

を求めると第1図,第2図 のごとくなり,各 分野と

第1図　 レンズ核各分野の神経細胞長径曲線

第2図　 Pallidumの 神経 細 胞 長 径 曲線

も谷 の形 成 は 認め られ な い が ほぼ5× を境 と して6

×以 上 と4× 以下 の2種 類 の細 胞 の あ る こ とが 認 め

られ る.こ れ で 私 は6× 以 上す なわ ち24μ 以 上 を

も つ てGurewitachのSog. effectariachen Zellen

とす る こ と と した.こ れ で み る と大 細 胞 の最 も多 い

分 野 はPdの2.1%,次 いでPv 1.7%と な り, Pa

は最 少 で0.9%と な り,そ れ ぞ れ 有 意 の 差 が認 め ら

れ た.次 い で 淡蒼 球 では 全 く趣 を異 に し度 数分 布 曲

線 は6× を 頂 点 とす る急峻 な 山 を形 成 して い る.そ

し て大 部 分 は5×, 6×, 7× を 占 め,細 胞 の 種 類

は1種 と しか考 え られ ない.

第4章　 総 括 並 び に考 按

1914年Winkler11)は その著書"An Anatomical

 Guide to Experimental Researches on the Cat's

 Brain"に おいて尾状核では2種 の異つた細胞群を

認め,側 脳室に面した内側では小型のピラミッド型

の神経細胞が多く見なれるが,内 包に近ずくに従い

神経細胞は大型となり多角型のものが数を増し,内

包附近ではほとんどこの大型の細胞のみによつて占

められていると述べているが, C. u. O. Vogt12)は 髄

鞘構築学的に大脳 皮質 を研究し人脳を200分野に区

分している.そ のうち尾状核においても脳室に向つ

て3層 を区別し,第1層 は脳室上皮細胞にて作られ

る巾1mmの 層(Ependy metreifen),第2層 は第1

層に引続き巾7mmのMarklose Zone,第3層 は巾

広 くMarkfasernに て 構成された所謂Tangential

 streifenで こ の層 は内側は粗であるが外側になる

に従い密となつている.ま た第2層 には神経細胞は

少ないが第3層 には神経細胞が多く,尾 状核の大部

分を形成していて被殻とともに非常に数多くの小型

の神経細胞とこれに混つた大型の細胞が認められ,

尾状核の頸部では小型の細胞は他に比しやや大きく,

その他の部分では尾状核と被殻とは細胞構築上同様

に見えるといつている.

一般にレンズ核は尾状核とともに癲癇痙攣に重要

な関与をなすことは現在疑いのないところであり,

古来解剖学的組織学的研究も種々行なわれているが,

これを細胞構築学的見地より神経細胞の大さを測定

して実証性をもたせた研究は全くみあたらない.

 1930年Gurewitachは 緒言にのべたように被殼を

Pa, Pd, Pvの3区 劃に分類し,か つ線状体に含ま

れる2種 の神経細胞中その機能上の相異より大細胞

をeffectorieche Zellen,小 細 胞をreceptorische

 Zellenと 命名したので あるが,そ の記載は主とし

て犬および人間についての線状体各分野の形態およ

び神経細胞の形態,配 列が主であつて,上 記2種 の

神経細胞の大さおよび各分野の細胞の分布密度につ

いての具体的記載はない.教 室の大塚13)及 び太田14)

は人間の大脳皮質第4野 におけるベーツ氏細胞の分

布を調べる目的をもつて第5層 の神経細胞の大きさ

(短径)の 度数分布曲線を求めたところ,大 塚は25μ,

太田は27.5μ をそれぞれ 谷 とした2つ の山のある

分布曲線を得て,皮 質分野4の 第5層 に2種 類の神

経細胞のあることを知り,経 の大きい山を構成する

細胞群をべーツ民細胞 と認めることが妥当であると
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報告している.私 は レ ンズ 核 に お い て も同様 に細 胞

長後の度数分 布曲 線 を求 め た ので あ る が,レ ンズ核

においては前 記2氏 の行 な つ た ご とき谷 を 認め る こ

とはで きなか つ た.し か し20μ(成 績 では5×)を

境 としてそ の左 右 にお い で2つ の曲 線 が考 え られ,

レンズ核 にお いて も2種 の神 経 細 胞 よ りな る こと が

認め られ た.そ こで 私 は6×(24μ)ま た は それ 以

上の神経細 胞を もつ て 大 細 胞 す な わ ちGurewitsch

のい うeffectorieche Zellenと な し, 5×(20μ)

または それ 以下 の細 胞 を 小 細 胞 す な わ ちreceptori

sche Zallenと 呼 ぶ こと と し た.勿 論5×(20μ 前

後)の 細 胞 の 中 に は 形 態 の 上 で 原 形 質 も多 くて

effectorische Zellenで は な い か と認 め られ る もの

もごく稀には 見受 け られ た が,大 部 分 は 紡錘 形 の小

細胞 とみな し うる もので あつ て 大 小細 胞 の混 じた も

のとも認 め られ る.大 細 胞 の各 分 野 に お け る分 布 状

態は第3表 に示す ご と くPd 2.1%, Pv 1.7%, Pa

 0.9%と な り,明 らか に 有 意 の差 が 認 め られ,被 殻

の中の大部 分 を占 め るPdが 最 も大 細 胞 に 富む こ と

を確かめえ た.こ の 事実 は刺 激 の 受 授 伝 達 に関 し こ

の部は何 らか の特 有 な役 割 をな す もの では なか ろ う

かと思わ れ る.し か もPdのeffectorische Zellen

は他の分野 の それ に比 し大型 の もの が 多 く,形 態 的

に も明 らかに 一見 して 見得 る もの が 多か つ たが,こ

れに反 してPv, Paの 順 にeffectorische Zellenも

小型とな り原 形 質 も 少 な くな り,中 に はrecepto

rieche Zellenと の 区別 の 困 難 な もの が 一 部に は 認

められた.難 波15)は 人 に お い て 大 細胞1ケ に対 す

る小細胞 数 を 数 え, Brockhausの 行 な つ た 線状 体

の各分野を比 較 し た と ころ, Cd. 1>Cd. m=Pt. m<

Fu. Cd=Fu . Pt. 1<Fu. svl=Pt. vent<Pt. limitと

なることを認 め てい る.そ し て細 胞 数 の 一致 した 部

はいずれ も互 に内包 を境 と し て2分 され て い る こ と

を知つ た.

次 に 小 細 胞 す な わ ちGurewitschの い うrece

ptorisahe ZellenはVogtに よれ ば,被 殻 の もの が

尾 状 核 の も の よ り 小 さ い と いつ て い るが, Biel

schowskyは これ を 古定 してお り,ま たBielschow

sky, CajalはGolgi染 色 で 小 細 胞 は 単 一極 で な く

2種 類 または 数 種類 に 分 類 され て お り, Loewy16),

 GurewitechもNissl染 色 で 形 の相 違 か ら2種 類 に

分けてい る.難 波 も小 細胞 をa型, β 型 の2種 に分

け, α型は普 通 の卵 円 形 また は小 多角 型 とい い, β

型はMakrogliaよ り 少 し く大 き くProtoplasma

が少な く紡錘 形 で外 包 側 に 多 い との べ て い る .し か

し私の第2編,第3編 で行つたレンズ核の組織化学

像では小細胞に何 らの差を見出さなかつたので私は

小細胞はすべて機能的に同一種のものと考えてこの

分類を行わなかつた.

次 に,淡 蒼球を構成する細胞は立体的にその境界

を明瞭に把握することが困難なほど広範囲に散在 し,

また猫では人間,猿 などの高等動物のように内板に

よつて明らかに区別されるところがなく,神 経細胞

の集団も特徴的なものはなく被殻のように分野をわ

けることは不可能であつた.従 つて私は淡蒼球は一

括して細胞の計測を行い前記の成績を得た.こ れに

よつても明らかに被殻とは趣 を異にし, 20μ, 24μ

大の比較的大きい神経細胞がほとんどを占め,度 数

分布曲線では一つの急峻な山をなしている.そ して

被殼と構造上の相違が機能的にいかなる相違をみせ

るかについてはさらに電気生理学的検索に俟たねば

ならないところである.

第5章　 結 論

以上のごとくレンズ核の各分野における神経細胞

の大きさを測定し,次 のごとき結論をえた.

1)猫 レンズ核 をPa, Pd, Pv, Pallidumの4

分野に区別し,そ れぞれの分野においてその神経細

胞の分布に相違があることを知つた.

2)淡 蒼球をのぞくレンズ核の各分野における神

経細胞の長径の度数分布曲線を求め,長 径24μ 以

上の ものを大細 胞す なわ ちGurewitachの い う

effectorische Zellenと 定め,こ れ 以下のものを小

細 胞す なわちGurewitschの い うreceptoriache

 Zellenと した.

3)レ ンズ核各分野における大細胞はPd,　 Pv,

 Paの 順 に減少し,そ れぞれの分野の全神経細胞に

対する割合は, Pdで は2.1%, Pvで は1.7%,　 Pa

では0.9%と なる.

4)淡 蒼球の神経細胞は被殻のものとは形態的に

も全然異り,大 きさも20μ 乃至24μ の長径をもつ

1種 類の細胞が大部分を占め,そ の度数分布曲線は

1つ の急峻な山をなす.

稿を終るに臨み,御 指導,御 校閲を賜つた恩師陣

内教授に深い感謝の意を表すと共に,種 々御助言を

いただいた難波講師に深謝す.
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Cyto-architectonic and Histochemical Studies of the Nucleus 

Lenticularis in Cats' Brain with Sepcial Reference

 to Convulsion

Part I. Cyto-architectonic Studies of the Nucleus

 Lenticularis in Cats' Brain.

By

Kazuyuki HONDA

Department of Surgery, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Dr. D. Jinnai)

According to the Gurewitsch classification, the nucleus lenticularis was divided into areas 

of Pa (Putamen dorsalis anterior), Pd (Putamen dorsalis posterior), Pv (Putamen ventralis) 

and pallidum and the sizes of the nerve cells (long diameter) were measured.

1) The distribution of nerve cells varied in each area.

2) In each area of nucleus lenticularis excepting pallidum the long diameter of cells and 

their distribution curve were studied. The large cells, whose long diameter was greater than 

24ƒÊ, were regarded as GUREWITSCH effective cells and the other smaller cells as the 

receptive cells.

3) The large cells in each area of nucleus lenticularis decreased in order of Pd, Pv and 

Pa and their ratio to all nerve cells was Pd 2.1%, Pv 1.7% and Pa 0.9%.

4) The nerve cells in pallidum were morphologically quite different from those in pu

tamen and most of them were such a kind of cells, whose long diameter was 20-24ƒÊ, and 

its distribution curve showed a sharp peak.
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